
Concept

Back ground

環境ファサードの役割を担う大きなフェリアの中に、タ
ンゴ・カフェ・マンガの「未来のステージ」を入れ子に
配置する。各ステージは独立しながらも相互に多様な活
動が連鎖し、人と文化をまちを育む新たなハブを作る。

雨水や蒸散した水の経路をシュミレーションし、
前面の水盤に流れるように膜屋根の勾配を決定し
た。水を循環させることで環境負荷を抑える。

日射量に応じて不透明度の異なる 5 種類の膜の配
置を合理的に決定した。熱負荷を抑えながら、採
光を確保し建物のエネルギー効率を向上させる。

酒場で発祥したアルゼンチンタンゴは様々な国の音楽
や文化と混じりあい、今ではフェリア ( 野外マーケッ
ト ) で自由にタンゴを披露し交流の場となっている。

Shelf Wall
収納やディスプレイの機能と伴に、構造体・設備スペー
スとなる棚
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日射制御・排熱抑制・自然通風をおこなう不透明度の
異なる 5 種類の膜屋根・外壁

次世代技術を掛け合わせたタンゴ・カフェ・マンガ
の交流の場

Diagram

Computational Design

膜屋根勾配と水路の最適化

膜：ETFE フィルム 2 層

フェリアの中に浮かぶマンガステージ

吹抜を介して各ステージが交錯

日射量と膜の半透明度の最適化
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Futura etapa de feria
ブエノスアイレスでは日常的にフェリア ( 野外マー
ケット ) が開かれ、市民が自由にタンゴを披露し交
流する場を担っている。そこで今回、環境ファサー
ドに昇華したフェリアが内包する「未来のステージ」
をつくる。日射制御を担う不透明度が異なる膜屋根
全体に水を循環することで、室内の熱負荷軽減と都
市のヒートアイランド現象の抑制に寄与する計画と
している。タンゴステージのミラーはアルゼンチン
の歴史的なダンサーのパフォーマンスを映すデバイ
スの機能を併せ持つ。カフェステージではインフォ
メーションウォールを設け、ローカルの人々やモノ
と旅行者を繋げる交流空間として機能する。マンガ
ステージでは世界のマンガと触れ合い、生成 AI に
よりオリジナルキャラデザインを生成し、唯一無二
の作品を作れる。各ステージが立体的に積み重なる
ことで、独立しながらも相互に多様な活動が連鎖し
ていき、人と文化とまちを育む新たなコミュニティ
ハブとなる。
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1 年間の輻射量を計算

日射量シュミレーション ( 屋根 )

水路シュミレーション ( 屋根 )

日射量シュミレーション ( 外壁 )

水路シュミレーション ( 外壁 )

インフォメーションステージ
コミュニティカフェステージ

膜への雨の生成

雨の生成
シュミレーション

水路の可視化

膜の半透明度配置と
輻射量の関係を計算

インフォメーションステージ
コミュニティカフェステージ

フレーム：
φ80 鋼管 + 蓄光塗料

タペストリー：
特注テキスタイル地

造作家具：モザイクタイル

天井：EPⅡ塗装

壁：RC 壁 t200+EPⅡ塗装

床：タイルカーペット t6

壁：吹きかけ塗装 造作家具：
モザイクタイル

造作棚：
無垢材 + アクリル板

床：磁器質タイル t10

床：磁器質タイル t10 床：OA フロア h200+ フローリング t6

マンガステージ

タンゴステージ

：水路の経路 ：採光 ：通風
：観光客の動線
：タンゴステージへの動線
：マンガステージへの動線

壁に設置されたミラーはアルゼ
ンチンタンゴの歴史的なダン
サーのパフォーマンスを映すデ
バイスとなる

インフォメーションウォールを
設け、世界とブエノスアイレス
を繋げ、ローカルの人々やモノ
と旅行者の交流を促す

世界のマンガと触れ合え、生成
AI によりオリジナルキャラデザ
インを生成し、唯一無二の作品
を作り出せる

日射量に応じて不透明度の
異なる 5 種類の膜を配置

屋根面から水盤へ水路がで
き、建物内を循環する

南面は 3 層の ETFE フィル
ムとすることで熱負荷を抑
える

地下から PS を通してフレーム
内へ水が循環し、バルブから
蒸散させる

各ステージが立体的に積み
重なることで、多様な活動
が連鎖していく
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